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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

近の業績動向等を踏まえ、平成 22 年 9 月期（平成 21 年 10 月 1日～平成 22 年 9 月 30 日）の業績予想に

ついて、平成 21 年 10 月 31 日付当社「平成 21 年 9 月期 決算短信」にて公表致しました通期業績予想を下

記のとおり修正させて頂きます。 

 

記 

 
1. 平成 22 年 9月期通期連結業績予想数値の修正（平成 21 年 10 月 1 日～平成 22 年 9月 30 日） 

                                  （単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

(  円  銭) 

前 回 予 想（A） 2,500 87 75 70 2,030.99 

今 回 修 正（B） 2,250 30 20 5 145.07 

増 減 額（B－A）   △250 △57 △55 △65 － 

増 減 率（％） △10.0% △65.5% △73.3％ △92.8％ － 

（ご参考）前年実績 

（平成21年9月期） 

2,209 △72 △72 △153 △4,455.62 

 

  

 

2. 修正理由  

当社グループにおいては、コア事業である医療画像事業の順調な受注状況により、同事業は増収基調と

なっておりますが、SPOT-5 衛星画像販売事業の安全保障分野でのマーケット縮小による減収のため、売

上高は当初予想を下回る見通しです。損益面では医療画像事業の新規商品投入のための営業・販売人員

の増加による販売費の増加等により、営業利益は 30 百万円にとどまる見通しです。 

   前述の要因と併せ、急激な円高に伴う為替差損により経常利益は 20 百万円となり、当期純利益は、

SPOT-5 衛星画像販売事業に伴う契約損失引当金繰入額 53 百万円を特別損失として計上した結果、5百万

円となる見通しです。以上により、当期業績予想は下方修正いたしますが、前年実績に比し 158 百万円

改善の見込みとなり、増収黒字転換を果たす見込みであることをご報告申し上げます。 

 

 

（注）本資料による業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであ

ります。予想にはさまざまな不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合

があります。 

以  上 


